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東京電力（株）福島第一原子力発電所における 

現地調査結果報告 

 

平成２３年１２月９日  

原子力安全・保安 院 

 

１．実施時期 平成２３年１２月１日 

 

２．実施場所 東京電力（株）福島第一原子力発電所敷地内及び第

５号機原子炉建屋及びタービン建屋等 

 

３．実施概要 平成２３年東北地方太平洋沖地震による東京電力福

島第一原子力発電所の取水路及び海水ポンプ周辺等

の津波による被害状況、第５号機原子炉建屋及びタ

ービン建屋並びに機器・配管系の地震による影響等

について、「建築物・構造に関する意見聴取会」及び

「地震・津波に関する意見聴取会」合同により現地

で調査を行った。 

 

４．出席委員   

（建築物・構造に関する意見聴取会委員） 

西川主査、川島委員、壁谷澤委員、橘高委員、久保委員、 

小林信之委員、高田委員、原委員、藤田委員、前田委員 

（地震・津波に関する意見聴取会委員） 

高田主査、阿部委員、今泉委員、今村委員、岡村委員、 

神田委員、佐竹委員、杉山委員、高橋智幸委員、西川委員、 

藤間委員、藤原委員、古村委員、松山委員、山本委員、 

 

 

５．現地調査における主な質疑応答  

（委員） 

津波の情報は、当時リアルタイムで把握可能だったか。それ

とも、一般の方々と同様な情報だったのか。 

（東京電力） 

震源の距離や規模等について情報を得ていたが、津波の高さ
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については、一般の方と同様な情報しか入らなかった。 

（委員） 

地震発生当時、タービン建屋地下 1 階に海水はどの程度溜ま   

ったのか。また、地下一階の標高は。 

（東京電力） 

沈降する前の床レベルは 0.P.+4.9m。海水は床面から      

30cm 程度溜まっていた。 

（委員） 

防波堤が破壊されていたが、津波によるものか。 

（東京電力） 

高さ 10m 程度の防波堤が第一波の力で持ち上げられ、更に第

二波の力でめくれるように壊れた。      

現在は、テトラポットを積んで対応している。 

(委員) 

現在、５号機の原子炉内の燃料はどのように冷却しているの

か。 

（東京電力） 

燃料は原子炉圧力容器炉内にあり、残留熱除去系で冷却して  

いる。また、使用済燃料プール内の燃料については、燃料プー

ル冷却系で冷却している。 

（委員） 

空冷の非常用ディーゼル発電機は、後で追加されたのか。 

（東京電力） 

空冷式の非常用ディーゼル発電機はＨ１０年～Ｈ１１年に導  

入したもの。 

 

 

６．現地調査後の報道機関へのブリーフィング（概要） 

 

【報道機関】 

今回の地震・津波の影響をどう見るか。 

（委員） 

今回の調査目的は、これまでの耐震設計指針に問題はなかっ

たのかということを実際に被害の状況を見て検証し、更なる改

善の必要性などを検討することである。５号機における今回の

地震の揺れは、ほぼ基準地震動 Ssに相当するものであり、今回
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確認できた範囲では、建物の構造に影響を及ぼすようなひび割

れや機器や配管の変形はなかった。事業者には、更なる詳細な

調査を重ねてもらう必要があるが、耐震バックチェックで評価

した解析結果と大差はなく、地震に対しては健全性が保たれた

と思う。 
（委員） 

津波の設計指針について今後検討の必要性を感じた。 
（委員） 

大きな津波が押し寄せた場合にプラントがどのような挙動   
を示すのかを検討するために、今後、運転データを解明してい
くことが必要。 

（委員） 
地震による揺れについては、１～４号機は確認できないが、 

５号機はほとんど揺れによる損傷はなかったと思われる。周辺
地域の一般構造物の倒壊が尐ないことからも、原子力発電所の
建屋には影響が無かったものと考えられる。一方、送電線鉄塔
の倒壊については、地盤の評価を行う等、耐震設計の見直しが
必要と思われる。 

（委員） 
これまでの安全設計・耐震設計における深層防護の思想に間

違いはなかったと感じた。システムの安全は独立性、多重性、
多様性が基本であるが、それにより、６号機では、水冷式だけ
でなく空冷式の非常用ディーゼル発電機を設置する多様性を
持たせたことが成功した。 

 
【報道機関】 

津波についてどのように考えるか。 
（委員） 

想定した津波の高さが十分でなかった。今後は、津波設計高
さを見直し、さらにそれを超えた場合の対処方法、シビアアク
シデントマネジメントを検討していかなければならないと思う。 

（委員） 
想定を超えた津波の対処方法は、水密性を確保することであ

るが、更に新たな技術の研究も必要である。また、水が侵入し
ても、健全性が保たれるバックアップシステムの検討が必要。 

 
【報道機関】 

今後の現地調査の予定について。 
（事務局） 

本来は、建物や機器の損傷が見受けられる１～４号機を調査 
するべきであるが、線量が高く立入りが難しいため、２～４号
機と同じマークⅠＢＷＲ４型の５号機を代表として調査した。
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また、既に女川原子力発電所でも１０月２０日に現地調査した
が、福島第二や東海第二などでも、実施することを検討したい。 
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←海水ポンプ周辺（１～４号） 

（車内より撮影） 

←サブレッションプールサ

ージタンク（５，６号機用） 

←格納容器内（５号機） 
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←５号機トーラス室 

↑５号機使用済燃料プール壁 

（３階西側壁） 


